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第 1 節 研究の背景と目的 
わが国の障害者雇用は「障害者の雇用の促進等に関する法律」1)（以下障害者雇用促進法
と略す）に基づく割り当て雇用制度によって、民間企業等が果たすべき義務とされている。
平成 21 年版厚生労働白書 2)において「障害者が持てる能力を発揮し、自己実現を図るとと
もに社会の活力を維持するためには、障害者の雇用・就労の促進が重要である」と明示され
ているように、障害者雇用は国の重要課題として取り上げられている。 
障害者の雇用促進および就労支援における法の改正や制度の整備がなされ、2018 年 4 月
には精神障害者の雇用も義務化された 3,4)。それに伴い法定雇用率も民間企業 2.2％、国・地
方公共団体 2.5％、教育委員会 2.4％とそれぞれこれまでより 0.2％ずつ引き上げられた 5)。








































以上 2 点を目的とする。以下に詳細を述べる。 




2．精神障害者の職場ストレス・・・研究１（第 3 章） 
  ①属性による比較について検討する 
②非障害労働者との比較について検討する 
 ③ストレス要因・社会的支援とストレス反応の関係を明らかにする 
3．知的障害者と精神障害者の職場ストレスの比較・・・研究 1（第 3 章） 
  ①知的障害者と精神障害者の比較について検討する 


































































第 1・2 章        背景および先行研究についての記述 
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第 3・4 節 知的障害者・精神障害者の職場ストレス 
◇属性による比較 
◇非障害者との比較 
         ◇ストレス要因・社会的支援とストレス反応の関連 
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第 4 章      働く障害者の職場ストレス調査質問紙の作成と検証 
第 1・2・3 節 仮質問紙作成のための手順 
第 4 節 本調査 
◇項目分析・因子分析 
◇信頼性・妥当性の検証 
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◇第 3・5 章で得られた働く障害者の職場ストレスについて 
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第 5 章      作成された質問紙による職場ストレスの検討 















































年には精神障害者も適用対象に加わり、ついに 2018 年からその雇用は義務化 3,4)された。
これに伴い、民間企業において従業員数 45.5 人以上の事業主は、従業員数の 2.2％以上の
障害者を雇用しなければならない 5)とされている。 
 このような法の改正や制度の整備が行われる中、雇用される障害者の数は年々伸びてお
り、2017 年の民間企業における雇用障害者数は 49 万 5795 人、前年に比べ 4.5％（2 万 1421
人）増加で、14 年連続で過去最高と報告されている。なかでも精神障害者の雇用が増加し


























































































































第 3 節 障害者の離職と離職要因 










埼玉県の障害者離職状況調査 7)によれば、約 6 割の障害者が就職後 1 年以内に離職して
いるという結果が示され、厚生労働省の調査 8)では 1 年以内の障害者の離職は 4 割であっ
たと報告されている。特に精神障害者の離職率の高さを指摘する報告が多く見受けられ、中
川 39)や井神ら 40)は精神障害者の勤続期間は短期間の傾向にあると報告しており、障害者職
業総合センターの調査 41)でも、精神障害者において就職後 1 週間未満での離職は 12.1％、
3 か月未満が 34.3％と短期間で離職する割合の高いことが報告されている。 
 また福井ら 42)は、独自の方法で精神障害者の年間の離職率を算定し、全国での年間平均




































































































な方法として、①観察者による評価 ②臨床的面接 ③自己評価の 3 つを挙げている。知的
障害者においてその理解力の問題から、観察者による評価が用いられる場合が多い。しかし


























































































第 1 節 目的および方法 
1.1 目的 





















ヶ所、および著者の業務関連で紹介を得た企業 15 社、移行支援事業所 3 か所、グループホ




































































 回答者は、知的障害者 5 名・精神障害者 3 名、男性 5 名・女性 3 名であった。年齢は 23



















を用いて、2 グループにおける各項目の平均値の差を求めた。分析は IBM SPSS 
Statistics21 を使用し、有意水準 5％未満とした。 
 
 
第 2 節 回収状況 
調査票の配布数は 530、回答は 214、回収率は 40.4％であった。協力依頼を送付した就労
支援センター84 か所のうち同意が得られたのは 11 か所（13.1％）であった。一方著者の業





回答に著しく不備があった 16 名と、身体障害者 26 名を対象から除外した。その結果、









傾向が認められたが、回答が 2 極化している項目は見当たらなかった。また 4 つの選択肢
に偏りのない回答もあり、回答の程度差が理解できていないと結論づけるには至らなかっ




第 3 節 知的障害者の職場ストレス 
3.1 結果 
3.1.1 対象者の属性 
知的障害者の属性について表 1 に示す。 
性別では男性が女性の約 2 倍であった。年齢では、20－29 歳が 49.6％で最も多く、30－
39 歳 26.4%、40－49 歳 20.1%と続いた。職種は、清掃系・軽作業系が多く、この 2 つを合
わせると全体の 7 割を占める。勤務時間では、7 時間が 38.8％で最も多く、次いで 8 時間
32.6%、6 時間 24.8%となっている。6 時間未満の短時間勤務は全体の 4％弱しかいなかっ





定を行った。性別は男女別 2 群、年齢は 20・30 代と 40 代以上の 2 群、勤務年数は 4 年未
満と 4 年以上の 2 群について t 検定を行った。職種は N 数の少なかった技術系とその他を
除く事務系・軽作業系・清掃系の 3 群について一元配置の分散分析を行い、有意差があった
ものについてその後の検定を行った。等分散が仮定されている尺度については Tukey 法を
用い、そうでないものについては Dunnet の T3 法を用いた。 
23 
 














負担」(t=13.2 p<0.01)「コントロール」(t=2.9 p<0.01)「適性度」(t=11.5 p<0.01)「働きが
い」(t=9.0 p<0.01)で高値を示した。ストレス反応では、「活気」(t=5.9 p<0.01)が高く、「イ
ライラ感」(t=4.6 p<0.01)「疲労感」(t=4.5 p<0.01)「不安感」(t=2.2 p<0.05)「抑うつ感」
(t=2.9 p<0.01)「身体愁訴」(t=3.3 p<0.01)の全てで低かった。社会的支援では「上司からの
サポート」(t=3.6 p<0.01)が高く「家族・友人からのサポート」(t=3.7 p<0.01)が低かった。 
女性では男性同様、ストレス要因の「技能の活用」(t=2.0 p<0.05)が障害のない労働者よ
りも低く、その他、「仕事の量的負担」(t=2.8 p<0.01)「仕事の質的負担」(t=2.2 p<0.05)「身
体的負担」(t=7.5 p<<0.01)「コントロール」(t=3.6 p<0.01)「適性度」(t=5.8 p<0.01)「働き
がい」(t=7.6 p<0.01)は高かった。ストレス反応では、「活気」(t=4.5 p<0.01)が高く、「イラ









係数を求めた。結果は表 5 に示したとおりである。「活気」と「適性度」(γ=.47 p<0.01)「働
きがい」(γ=.57 p<0.01)「満足度」(γ=.52 p<0.01)「上司からのサポート」(γ=.55 p<0.01)
「同僚からのサポート」（γ=.34 p<0.01）の間に正の相関を認めた。「抑うつ感」と「適性


















































































第 4 節 精神障害者の職場ストレス 
4.1 結果 
4.1.1 対象者の属性 
 精神障害者の属性について表 6 に示す。 
性別では、男性が女性の約 2 倍であった。年齢では、40－49 歳が 48.8％で最も多く、次
いで 30－39 歳 32.6%、50 歳以上 11.6%で、20－29 歳は最も少なかった。障害の内訳は、
統合失調症 76.7％、発達障害者 9.3%、その他 14.0%であった。職種は、清掃系が最も多く
30.2％、次に事務系 27.9%、軽作業系 23.3%と続いた。勤務時間では、7 時間が 32.6％で最
も多いが、6 時間未満も全体の 4 割を占めていた。勤務年数は 1-3 年が 44.2％でもっとも
27 
 




定を行った。性別は男女別 2 群、年齢は 20・30 代と 40 代以上の 2 群、勤務年数は 4 年未
満と 4 年以上の 2 群について t 検定を行った。職種は N 数の少なかった技術系とその他を
除く事務系・軽作業系・清掃系の 3 群について一元配置の分散分析を行い、有意差があった
ものについてその後の検定を行った。等分散が仮定されている尺度については Tukey 法を
用い、そうでないものについては Dunnet の T3 法を用いた。 
 その結果、職種別（表 7）では「身体的負担」(f=8.10 p<0.01)において事務系従事者より
も清掃系従事者の方が有意に高い結果が示された。また勤務年数（表 8）では、4 年未満よ









結果を表 9 に示す。 
男性においてストレス要因では、障害のない労働者より「技能の活用」(t=2.6 p<0.05)が
低く、「身体的負担」(t=3.9 p<0.01)「適性度」(t=2.6 p<0.05)「働きがい」(t=4.1 p<0.01)が
高かった。ストレス反応では、「活気」(t=2.2 p<0.05)が高く、「イライラ感」(t=4.5 p<0.01)
が低い結果となった。社会的支援では、男性知的障害者と同様に「上司からのサポート」
(t=3.3 p<0.01)が高く、「家族・友人からのサポート」(t=2.4 p<0.05)が低い結果が得られた。 
女性では、「仕事の質的負担」(t=2.3 p<0.05)「身体的負担」(t=3.6 p<0.01)「コントロー







 ストレス要因および社会的支援とストレス反応の関連を検討するために Pearson の相関
係数を求めた。結果は表 10 に示す。  
「仕事の量的負担」と「不安感」(γ=.35 p<0.05)「抑うつ感」(γ=.33 p<0.05)、「仕事の


















務年数では、4 年未満よりも 4 年以上の者の方が「技能の活用」「疲労感」「抑うつ感」「身








































第 5 節 知的障害者と精神障害者の職場ストレス比較 
5.1 結果 
知的障害者と精神障害者の職場ストレスの比較を表 11 に示す。 
ストレス要因では、「仕事の量的負担」(t=2.4 p<0.05)「仕事の質的負担」(t=2.0 p<0.05)




「疲労感」(t=-3.4 p<0.01)「不安感」(t=-2.7 p<0.01)「抑うつ感」(t=-2.0 p<0.05)「身体愁




















































































































































第 2 節 方法 







値±標準偏差の値を求め、回答の最大値 4 を超えるもの、最小値 1 を下回るものをそれぞ
れの効果ありとした。I-T 分析については、項目とその項目が属する尺度全体から当該項目
を差し引いた数値との間の Pearson の相関係数を求めた。因子分析は主因子法を用い、因
子負荷量.40 を目安とした。以上の結果は表 12 に示した通りである。 
 ストレス要因の 7 項目に天井効果が認められた。緩衝要因の「仕事の満足度」には天井効
果が認められた。「社会的支援」の 3 項目に天井効果が認められたが床効果は認められなか
った。ストレス反応の 24 項目に床効果が認められた。 
 I-T 分析の結果、「自分で仕事の順番・やり方を決めることができる」などのストレス要
因 4 項目には有意な相関が認められず、「とてもたくさんの仕事をしなければならない」な
どの 3 項目で相関係数は.20 未満の非常に弱い相関であった。ストレス反応および社会的支
援の項目の相関係数は.413 ～.761 と、比較的良好だった。 













（経験年数 20 年）、企業障害者雇用担当（経験年数 4 年）の 3 名であった。項目の一覧を
手渡しまたはメール送付し、意見を記入して返送してもらう方式とした。 
 「一生懸命働かなければならない」について 3 名全員が、「内容が仕事の量的についてな
のか心理的についてなのか判断しづらい」「当たり前のこととして指導しており、ストレス
というよりもむしろ仕事に対する好ましい姿勢として回答する可能性がある」などの意見
を挙げていた。また 3 名中 2 名が、ストレス反応の項目 1・3 について、内容が重複してお
り違いがわかりづらいことを指摘し、ストレス要因の項目 6・7、ストレス反応の項目 2・
4・5・6・7・8・14・15・17・19・20・21・22・23・24・25・26・27・28・29 について










 回答者は、就労支援センター定着支援員 3 名、ハローワーク精神障害者就職サポーター2







障害者の就労支援関係者 7 名より、離職した 25 ケース（精神障害 15 名・知的障害 7 名・
重複障害 3 名）について回答を得た。精神障害者の障害種別は、統合失調症 5 名・発達障害




は企業側が 5 名、本人側が 20 名で、離職の直接的理由は、体調・症状の悪化 9 名、勤怠の
乱れ 5 名、職場への不満・不信感 5 名、問題行動 3 名、能力の不足 2 名、その他 1 名であ
った。以上の結果は表 14 に示した。 
離職に関わると思われる本人の心理的特徴を図 1 に示す。選ばれた項目の上位としては、
コミュニケーション力の弱さ 16、被害妄想的 11、相談姿勢の不足・不適切 10、頑固 9、甘
え 9、自信の欠如 9 が挙げられた。 
 
2.3.4 考察  






























することに配慮した。厚生労働省が推奨する職業性ストレス簡易調査票短縮版 23 項目 84)を
参考にしながら、研究 1 および項目分析の結果、専門家の意見、離職時の状況調査結果によ
り項目を抽出した。 
 職業性ストレス簡易調査票から採用した項目は、仕事の量的負担 2 項目・仕事の質的負








































以上合計 40 項目および自覚している職場ストレスの指標 1 項目で質問紙が作成された。
採用した項目一覧は表 15 に示すとおりである。 
  
 














 回答者は、知的障害者 8 名・精神障害者 3 名、男性 6 名女性 5 名であった。年齢は 20 歳
から 64 歳で、勤続年数は 1 年から 10 年以上までであり、1 年未満の者はいなかった。職
種は、事務系 1 名・軽作業系 6 名・清掃系 3 名・その他 1 名であった。 
 回答時間は、6 分～19 分であった。回答後に感想をたずねると、「難しい」と回答した者
が 1 名、「特に難しいことはない」と答えた者が 8 名、「おもしろかった」と答えた者が 1
名、「難しくはないが 1 度読んで頭に入らずもう一度読み直さなければならない自分に腹が
たった」と答えた者が 1 名であった。 






第 4 節 仮質問紙の作成 




















以上 8 項目を削除することとし、仮質問紙の採用項目は 33 項目となった。 
 
 























 調査期間は、2017 年 11 月～2018 年 2 月であった。 
 この調査は、筑波大学体育系研究倫理委員会の承認を得て実施された。（体 25-109） 
 
5.3 調査項目 
 調査項目は、職場のストレス要因 13 項目（職業性ストレス簡易調査票より抽出されたス
トレス要因 6 項目・専門家の意見を参考に取り入れた障害者の働く環境に関する要因 7 項
目）、離職時状況調査をもとに選定された個人的心理要因 7 項目、社会的支援 4 項目、スト
レス反応 8 項目および自覚している職場ストレス指標 1 項目の合計 33 項目である。 
 「いつもそう思う」「ときどき思う」「あまり思わない」「まったく思わない」等のあては
まるところに○をつける 4 件法とした。漢字の読みが難しい回答者のためにルビありの質
問紙を用意した。またフォントのサイズは 13、字体は HG 丸ゴシック M－PRO を使用す
るなど見易さにも配慮した。質問紙は資料 3 に示したとおりである。 
 
5.4 結果 
協力事業所は、企業 33 カ所（特例子会社 20・一般企業 13）、移行支援事業所 6 カ所、そ
の他 5 カ所（就労継続支援 B 型事業所等）であった。地域別にみると、北海道 1、東北 1、
北陸 1、関東 33、中部 1、近畿 3、中国 3、九州１カ所であった。配布数は 453、返送のあ
った回答は 274、回収率は 60.5%であった。そのうち主な障害が身体障害である 21 名と著
しく回答に不備の見られた 4 名を対象から外した。また協力依頼時に対象者は 20 歳以上の
障害者と説明をしたが、20 歳未満の回答が 6 名あった。回答に不備は見られなかったが、
保護者の同意を得たほうが好ましいなど手続き上の問題により対象から除外した。以上よ
り分析の対象は 243 名となった。 
 
5.5 対象者の属性 
対象者の属性を表 16 に示す。 
回答者の内訳は、男性 175 名（72.0％）女性 68 名（28.0％）であった。障害別では知的





9.5 歳）であった。仕事の種類は、事務系 83 名（34.2%）技術系 18 名（7.4%）軽作業系 58
名（23.9%）清掃系 38 名（15.6%）その他 44 名（18.1%）不明 2 名（0.8%）であった。1
日の勤務時間は、3～8 時間（平均 7.0±標準偏差 1.1 時間）、勤務年数は、10 年以上が 53
名（21.8％）で最も多く、次いで 3 年が 35 名（14.4％）、2 年と 1 年未満がそれぞれ 27 名
（11.1％）であった。 
               
5.6 項目の検討 





回答の最大値 4 を超えるもの、最小値 1 を下回るものをそれぞれの効果ありとした。I-T 分
析については、項目とその項目が属する尺度全体から当該項目を差し引いた数値との間の
Pearson の相関係数を求めた。各尺度のα係数を求め当該項目を除外した場合に尺度のα
係数値があがる項目を抽出した。結果は表 17 に示したとおりである。 
欠損値の数では、支援機関からの支援を受けていない者が含まれていたことから社会的
支援の支援者の項目が 40 であったが、その他の項目では欠損値は 0～5 で特に目立った項
目は見当たらなかった。項目 3・5・6・14・16・17・19・21・22・33 は最大値を 0.04～
0.16 超える天井効果が認められ、項目 13・27・28・30・31 に最小値 1 を 0.01～0.1 下回
る床効果が認められた。I-T 相関の結果、項目 1・3・20・25 の 4 項目において相関係数が.20
以下であった。尺度ごとのα係数はストレス要因.670、個人的心理要因.773、社会的支援.539、
ストレス反応.830 であったが、項目 1・3・20・25 はそれぞれその項目を削除するとα係数










 因子分析の結果を表 18 に示す。 
 ストレス要因 13 項目についてデータが因子分析に適しているかどうかを検定したとこ
ろ、Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性は.762、Bartlett の球面性検定は p<0.01 であり、良
好な適合度が得られた。そこでこれら 13 項目に対し、主因子法による探索的因子分析を行
った。共通性において Q20 が.180 の異常値を示したため除外し、12 項目で再度探索的因子
分析を試みたところ、固有値の変化から 2 因子構造が妥当と考えられた。そこで 2 因子構
造を仮定してこれら 12 項目について主因子法・プロマックス回転による因子分析を行った
結果、固有値 1 以上の 2 因子が確認された。各因子の負荷量は 0.46～0.71 の範囲であり、
他の因子に係る負荷量は 0.13 未満であった。回転前の 2 因子 12 項目の全分散を説明する
割合は 33.1%であった。 






 次にストレス反応 8 項目について同様の手続きを行った。Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥
当性は.852、Bartlett の球面性検定は p<0.01 の結果が得られたため、主因子法による探索
的因子分析を行ったところ、1 因子構造が妥当であると考えられた。各因子の負荷量は 0.47
～0.85 の範囲であり、全分散を説明する割合は 40.0%であった。 











Q25 が.042 の異常値を示したため除外した。再度探索的因子分析を行ったところ、2 因子
構造が妥当と考えられた。そこで 2 因子構造を仮定して主因子法・プロマックス回転によ
る因子分析を行った結果、第 1 因子 4 項目、第 2 因子 2 項目の 2 因子構造が確認された。
各因子の負荷量は 0.41～0.97 の範囲であり、他の因子に係る負荷量は 0.27 未満であった。
回転前の 2 因子 6 項目の全分散を説明する割合は 53.7%、2 つの因子間は有意な正の相関
を示した。 






  以上より、職場のストレス要因として「仕事環境の良好度」8 項目「仕事の負担度」4
項目、「ストレス反応」8 項目、ストレス緩衝要因として「社会的支援」4 項目、個人的心理
要因として「被害感情による不安」4 項目「意思疎通の不全感」2 項目の 30 項目による質
問紙（資料 4）が作成された。質問紙の構成は資料 5 に示したとおりである。 
 
5.8 信頼性の検討 
 内的整合性を確認するため、Cronbach のα係数を算出した。全体（30 項目）のα係数
は.87、「仕事環境の良好度」は.78、「仕事の負担度」は.64、「ストレス反応」は.83、「社会
的支援」.54、「被害感情による不安」.77、「意思疎通の不全感」.69 であった。 






し、ｔ検定による G-P 分析を行った。結果は表 19 に示したとおり、すべての項目において
上位群が下位群より有意に高いことが認められた。 






 弁別性の確認をするために、知的障害者と精神障害者の各尺度平均を t 検定により比較し
た。結果を表 20 に示す。「仕事環境の良好度」(t=3.00 p<0.01)「仕事の負担度」(t=3.61 p<0.01)
について、知的障害者の方が精神障害者よりも高い結果が示された。一方、「ストレス反応」
(t=2.54 p<0.05)では精神障害者の方が知的障害者よりも高い結果が示された。 
 また、交差妥当性を確認するために対象データを偶数と奇数の 2 グループに分割し、そ
れぞれ因子分析を行ったところ、両グループとも各尺度の因子構造および各因子に所属す
る項目は元の 243 名を対象とした結果と同一であった。  
 研究 1 と研究 2 それぞれにおいて、尺度相関が同様の傾向を示すか確認した。結果は表
21 に示したとおりである。研究 2 で採用した項目 1～17 は職業性ストレス簡易調査票より
抽出した項目である。例えば、項目 1・2 は「仕事の量的負担」に属する 2 項目である。こ
のようにそれぞれ元の尺度に分類し、研究 1 と 2 それぞれについて Pearson の相関分析に
よる各尺度の相関関係を照合した。 .30 以上の相関係数を示したものは、研究 1 と 2 でほ
ぼ一致していたが、それに加えて研究 2 では、研究 1 では認められなかった「仕事の適性
度」と「コントロール」(γ=.453 p<0.01)「社会的支援」(γ=.345 p<0.01)の間の正の相関が
認められた。 














第 6 節 考察 
 作成された質問紙の信頼性は、Cronbach のα係数、G-P 分析、折半法による Spearman-
Brown の信頼度係数によって確認された。匿名性および自由意思による回答を尊重したた
め再テスト法が実施できず、再現性は確認されていない。 
 Cronbach のα係数は、「仕事の負担度」「社会的支援」「意思疎通の不全感」の 3 尺度に






















































 研究 2 の項目 1～17 は、研究 1 で使用した職業性ストレス簡易調査票より抽出された項




果、研究 2 では、原尺度間ではみられなかった新たな 2 つの相関関係が認められたものの、
























  「仕事環境の良好度」8 項目「仕事の負担度」4 項目   
 〈個人的心理要因〉 















































第 5 章  
本質問紙による働く知的障害者・精神障害者の 
職場ストレス関連要因の検討 









第 1 節 目的および方法 
1.1 目的 










 第 4 章で作成された質問紙を使用した。職場のストレス要因として「仕事の負担度」4 項
目「仕事環境の良好度」8 項目、個人的心理要因として「被害感情による不安」4 項目「意
思疎通の不全感」2 項目、ストレス緩衝要因として「社会的支援」4 項目、「ストレス反応」







別 2 群、年齢は平均値により 2 分割した高低群、手帳の等級は知的障害者は 4 度とそれ以
外の 2 群について、精神障害者は 2・3 級の 2 群について t 検定を行った。職種は N 数の少
なかった技術系とその他を除く事務系・軽作業系・清掃系の 3 群、勤務年数は、1 年未満・
1～3 年・4～9 年・10 年以上の 4 群、精神疾患別では統合失調症者・うつ・双極性障害者・
発達障害者の 3 群について一元配置の分散分析を行い、有意差があったものについてその
後の検定を行った。等分散が仮定されている尺度については Tukey 法を用い、そうでない




第 2 節 知的障害者の職場ストレスの検討 
2.1 結果 
2.1.1 対象者の属性 
 対象者の属性は表 16 に示した。 
知的障害は 137 名であり、男性 108 名（78.8％）女性 29 名（21.2％）であった。このう
ち 2 名は身体障害との重複障害者であった。療育手帳の等級別では 1 度が 1 名、2 度 8 名、
3 度 35 名、4 度 88 名、不明 5 名であった。なお、等級は自治体により A1・A2・B1・B2
など区分表記が異なるが、それぞれ 1 度・2 度・3 度・4 度に換算して統一した。年齢は 20
歳から 54 歳、平均 32.3±標準偏差 9.3 歳、仕事の種類は軽作業系が 43 名（31.4％）で最
も多く、次いで清掃系 33 名（24.1％）が多かった。1 日の勤務時間は、平均 7.2±標準偏差
0.8 時間であった。継続勤務年数は、10 年以上が 50 名（36.5％）と最も多かった。 
 
2.1.2 属性による検討 



















































第 3 節 精神障害者の職場ストレスの検討 
3.1 結果 
3.1.1 対象者の属性 
 対象者の属性は表 16 に示した。 
精神障害者は 106 名であり、このうち 5 名が知的障害との重複障害者であった。障害の
内容や等級を確認し精神障害を主な障害と判断するのが妥当と判断されたため、精神障害
者として扱った。性別では、男性が約 7 割を占めていた。障害等級の内訳は 1 級該当者な
し、2 級 48 名、3 級 51 名、不明 7 名であった。疾患別では統合失調症 27 名、うつ・双極
性障害者 27 名、発達障害者 24 名であった。年齢は 22 歳から 62 歳、平均 36.8±標準偏差
9.2歳であった。仕事の種類は、事務系が 64名（60.4％）で最も多く、次いで軽作業系（14.2％）








 統合失調症者、うつ・双極性障害者、発達障害者の属性は表 27 のとおりである。3 疾患










=.587 p<0.01)、「意思疎通の不全感」(γ=－.530 p<0.05)と相関関係を示した。 
56 
 




好度」(γ=.549 p<0.01)、「被害感情による不安」(γ=－.503 p<0.05)と相関を示した。 
 


















































































































































第 1 節 考察 
 我が国の障害者雇用は「障害者の雇用の促進等に関する法律」1)によって法定雇用率が定






























































































































































第 2 節 本研究の限界と課題 
 対象者に係るバイアスとして、以下の点が挙げられる。 
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平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 自由度 ｔ値 p値
〈ストレス要因〉
　　　仕事の量的負担 9.15 1.92 8.79 2.19 126 0.97 0.33
　　　仕事の質的負担 9.28 1.95 8.64 2.02 126 1.78 0.08
　　　身体的負担 3.32 0.90 3.13 1.03 127 1.09 0.28
　　　コントロール 8.71 2.51 8.51 2.47 125 0.44 0.66
　　　技能活用 2.52 1.24 2.41 0.96 113 0.53 0.59
　　　適性度 3.63 0.66 3.48 0.91 71.7 1.02 0.31
　　　働きがい 3.60 0.80 3.55 0.85 126 0.34 0.73
〈ストレス反応〉
　　　活気 8.67 3.01 8.32 2.91 127 0.65 0.52
　　　イライラ感 5.28 2.39 5.00 2.33 127 0.65 0.52
　　　疲労感 5.26 2.50 5.51 2.71 127 0.54 0.59
　　　不安感 5.63 2.33 5.32 2.15 127 0.76 0.45
　　　抑うつ感 9.11 3.72 9.11 4.40 127 0.00 0.99
　　　身体愁訴 15.98 6.01 16.96 6.48 127 0.87 0.39
〈社会的支援〉
　　上司からのサポート 8.70 2.81 8.55 2.36 111 0.28 0.78
　　同僚からのサポート 8.05 2.84 8.39 2.52 109 0.62 0.54
家族・友人からのサポート 8.65 2.89 9.87 2.41 88.1 2.22 0.02
　　支援者からのサポート 8.89 2.67 8.94 2.51 95 0.09 0.93
〈その他〉












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































γ p γ p γ p γ p γ p γ p
0.20 0.03 0.03 0.71 0.11 0.21 0.13 0.15 0.01 0.87 0.01 0.90
0.20 0.02 0.04 0.66 0.11 0.24 0.15 0.10 -0.02 0.80 -0.08 0.36
身体的負担 0.10 0.25 0.05 0.55 0.03 0.75 0.02 0.80 0.03 0.70 -0.05 0.55
コントロール 0.12 0.16 -0.18 0.04 -0.22 0.01 -0.09 0.30 -0.20 0.03 -0.21 0.02
技能活用 0.25 0.01 -0.13 0.16 -0.15 0.10 -0.07 0.44 -0.13 0.15 -0.06 0.49
適性度 0.47 0.00 -0.20 0.02 -0.14 0.12 -0.16 0.08 -0.37 0.00 -0.30 0.00
働きがい 0.57 0.00 -0.19 0.04 -0.12 0.17 -0.17 0.06 -0.37 0.00 -0.25 0.01
0.55 0.00 -0.13 0.16 -0.08 0.39 -0.17 0.08 -0.21 0.03 -0.11 0.25
0.34 0.00 -0.23 0.01 -0.09 0.33 -0.03 0.79 -0.15 0.11 -0.08 0.41
0.13 0.19 -0.11 0.24 -0.06 0.50 -0.17 0.07 -0.23 0.01 -0.13 0.18
0.09 0.37 -0.05 0.66 -0.12 0.23 -0.06 0.59 -0.05 0.62 -0.08 0.46
　〈その他〉
満足度 0.52 0.00 -0.31 0.00 -0.09 0.32 -0.18 0.04 -0.39 0.00 -0.29 0.00
表5　知的障害者のストレス反応との関連要因




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 自由度 ｔ値 p値
〈ストレス要因〉
　　　仕事の量的負担 7.54 2.44 8.56 1.58 40 1.41 0.17
　　　仕事の質的負担 7.31 2.50 8.83 2.07 40 1.86 0.07
　　　身体的負担 3.00 1.00 2.84 1.21 41 0.39 0.70
　　　コントロール 8.15 2.30 8.05 2.09 41 0.13 0.90
　　　技能活用 2.08 0.95 2.79 0.98 41 2.05 0.05
　　　適性度 3.15 0.80 3.16 0.76 41 0.01 0.99
　　　働きがい 3.31 0.85 3.37 0.76 41 0.21 0.83
〈ストレス反応〉  
　　　活気 8.08 3.45 6.78 1.80 40 1.24 0.23
　　　イライラ感 4.69 1.55 5.76 3.05 39 1.25 0.22
　　　疲労感 5.23 2.28 8.50 3.22 40 3.31 0.00
　　　不安感 5.77 2.80 7.44 3.15 40 1.53 0.14
　　　抑うつ感 8.77 3.68 12.22 4.99 40 2.11 0.04
　　　身体愁訴 17.23 6.92 22.41 5.92 39 2.21 0.04
〈社会的支援〉  
　　上司からのサポート 9.00 2.19 8.44 1.65 37 0.78 0.44
　　同僚からのサポート 8.38 2.57 8.22 2.02 39 0.20 0.85
家族・友人からのサポート 9.17 2.62 9.05 2.46 39 0.12 0.90
　　支援者からのサポート 9.00 2.27 9.53 2.13 29 0.56 0.58
〈その他〉  


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































γ p γ p γ p γ p γ p γ p
-0.29 0.07 0.23 0.16 0.30 0.06 0.35 0.03 0.33 0.04 0.30 0.06
0.00 0.99 0.27 0.08 0.48 0.00 0.44 0.00 0.32 0.05 0.31 0.05
身体的負担 0.16 0.30 0.17 0.30 -0.30 0.06 -0.05 0.77 -0.16 0.30 0.16 0.32
コントロール -0.10 0.52 -0.04 0.80 -0.31 0.04 -0.09 0.57 0.10 0.51 -0.22 0.16
技能活用 0.03 0.87 -0.15 0.36 0.18 0.27 0.05 0.76 0.14 0.38 -0.03 0.83
適性度 0.29 0.06 -0.13 0.40 0.08 0.64 -0.10 0.54 -0.37 0.02 -0.04 0.78
働きがい 0.35 0.02 0.19 0.22 0.09 0.58 0.09 0.58 -0.29 0.06 0.04 0.81
0.36 0.03 -0.06 0.73 -0.18 0.30 -0.13 0.45 -0.06 0.73 -0.24 0.15
0.40 0.01 -0.08 0.63 -0.15 0.37 -0.22 0.17 -0.12 0.46 -0.26 0.12
-0.05 0.74 -0.23 0.15 -0.11 0.51 -0.12 0.46 -0.04 0.83 -0.26 0.11
0.17 0.36 0.08 0.70 0.32 0.09 0.40 0.03 0.11 0.57 0.21 0.28
　〈その他〉  
満足度 0.25 0.11 -0.12 0.47 0.07 0.67 -0.05 0.75 -0.38 0.01 -0.08 0.60
表10 　精神障害者のストレス反応との関連要因





























知的障害者 精神障害者 知的障害者 精神障害者
9.0 8.2 2.0 1.8 168 2.4 0.02
9.0 8.3 2.0 2.2 168 2.0 0.04
身体的負担 3.2 2.9 1.0 1.1 170 2.1 0.04
コントロール 8.6 8.5 2.5 2.2 168 0.3 0.73
技能活用 2.5 2.6 1.1 1.0 166 0.4 0.69
適性度 3.6 3.2 0.8 0.8 169 2.9 0.00
働きがい 3.6 3.4 0.8 0.8 169 1.3 0.18
活気 8.5 7.5 3.0 2.4 84.5 2.3 0.02
イライラ感 5.2 5.1 2.4 2.3 168 0.3 0.80
疲労感 5.3 7.0 2.6 3.0 169 3.4 0.00
不安感 5.5 6.8 2.3 2.8 59 2.7 0.01
抑うつ感 9.1 10.5 4.0 4.4 169 2.0 0.05
身体愁訴 16.3 19.9 6.2 6.4 168 3.2 0.00
8.6 8.5 2.7 1.8 95 0.4 0.68
8.2 8.3 2.7 2.2 150 0.3 0.76
9.1 9.0 2.8 2.4 149 0.0 0.96
8.9 9.2 2.6 2.4 126 0.5 0.59
.























1  とてもたくさんの仕事をしなければならない 3.97 1.99 .196 * ○
2  時間内に仕事が処理しきれない 3.38 1.20 .253** ○
3  一生懸命働かなければならない 4.33 2.70 .347** ○
4 とても集中力が必要な仕事だ 4.25 2.62 .388**
5  高い知識や技術をつかうむずかしい仕事だ 3.31 1.14 .327**
6  勤務時間中はいつも仕事のことを考えていなければならない 4.13 2.30 .192 *
7  からだを大変よく使う仕事だ 4.16 2.16 .282** ●
8  自分のペースで仕事ができる 4.06 2.03 　 　.086 ○
9  自分で仕事の順番・やり方を決める事ができる 3.69 1.32 　　　　.039  ● ○
10  自分の技術や知識を使うことが少ない 3.61 1.39 　　　　.063  ●
11  仕事の内容は自分にあっている 4.25 2.72   　 .168 *
12  働きがいのある仕事だ 4.33 2.75 　　 　.107  
〈緩衝要因〉
【仕事の満足度】
1  仕事に満足だ 4.28 2.59     －
【社会的支援】
 つぎの人たちはどのくらい気軽に話ができますか？
1  上司 3.68 1.44 .425** ○
2  同僚 3.90 1.87 .563** ○
3  家族や友人 3.95 1.96 .558**
4  支援機関の支援員 3.77 1.97 .476**
 あなたが困ったとき、次の人たちはどのくらい頼りになりますか？
5 上司 4.04 2.18 .491** ○
6  同僚 3.90 1.87 .692** ○
7  家族や友人 4.09 2.08 .609**
8  支援機関の支援員 3.97 2.16 .538**
 あなたの個人的な問題を相談したら、次のひとたちはどのくらいき
いてくれますか？
9 上司 3.84 1.77 .487** ○
10  同僚 3.55 1.56 .676** ○
11  家族や友人 4.03 2.00 .572**






1  活気がわいてくる 3.77 1.67 .479**
2  元気がいっぱいだ 3.95 1.72 .474**
3  生き生きしている 3.86 1.66 .436**
4  怒りを感じる 2.67 0.84 .566**
5  内心、腹立たしい 2.64 0.83 .561**
6  イライラしている 2.70 0.87 .621**
7  ひどくつかれた 3.18 1.07 .613** ○
8  へとへとだ 2.94 0.82 .609** ○
9  だるい 2.89 0.82 .693** ○
10  気がはりつめている 3.17 1.04 .441** ● ○
11  不安だ 2.99 0.92 .634** ● ○
12  おちつかない 2.82 0.81 .615** ○
13  ゆううつだ 2.66 0.71 .760** ○
14  何をするのもめんどうだ 2.38 0.63 .761** ○
15  物事に集中できない 2.38 0.73 .586**
16  気分が晴れない 2.68 0.75 .754** ○
17  仕事が手につかない 2.14 0.59 .571**
18  悲しいとかんじる 2.61 0.75 .633**
19  めまいがする 2.17 0.68 .549** ●
20  体のふしぶしが痛む 2.35 0.66 .546**
21  頭がおもかったり、頭痛がする 2.53 0.65 .630** ●
22  首筋や肩がこる 2.91 0.81 .536**
23  腰がいたい 2.78 0.67 .584**
24  目がつかれる 2.95 0.81 .445** ●
25  動悸や息切れがする 2.32 0.56 .695**
26  胃腸の具合がわるい 2.28 0.62 .711**
27  食欲がない 2.19 0.59 .445** ○
28  便秘や下痢をする 2.33 0.72 .515**
29  よく眠れない 2.40 0.66 .413** ○









































































7  ひどくつかれた ７、８違いが良く分からない　　酷く疲れた＝へとへと



























表 14 離職時の状況 




































































































































































㉒ 知的障害 本人側 無断欠勤 本人のやりたい職種ではなかったが、「辞めたい」と自
分からいうことができず。無断で休むようになる。 









































































































137 56.4% 106 43.6% 243
性別
　　男性 108 78.8% 67 63.2% 175 72.0%
　　女性 29 21.2% 39 36.8% 68 28.0%
年齢（歳）
1 1 0.7% 0
2 8 5.8% 48 45.3%
3 35 25.5% 51 48.1%
4 88 64.2%









　その他 7 5.1% 7 6.6%
　不明 12 8.8% 12 8.8%
　事務系 19 13.9% 64 60.4% 83 34.2%
　技術系 9 6.6% 9 8.5% 18 7.4%
　軽作業系 43 31.4% 15 14.2% 58 23.9%
　清掃系 33 24.1% 5 4.7% 38 15.6%
　その他 31 22.6% 13 12.3% 44 18.1%
　不明 2 1.5% 2 0.8%
　1年未満 7 5.1% 20 18.9% 27 11.1%
　1年 4 2.9% 15 14.2% 19 7.8%
　2年 9 6.6% 18 17.0% 27 11.1%
　3年 17 12.4% 18 17.0% 35 14.4%
　4年 15 10.9% 8 7.5% 23 9.5%
　5年 5 3.6% 8 7.5% 13 5.3%
　6年 3 2.2% 2 1.9% 5 2.1%
　7年 6 4.4% 5 4.7% 11 4.5%
　8年 10 7.3% 5 4.7% 15 6.2%
　9年 6 4.4% 3 2.8% 9 9.7%
10年以上 50 36.5% 3 2.8% 53 21.8%
　不明 5 3.6% 1 0.9% 6 2.5%
(うち、重複障害　5名）














Q1 とてもたくさんの仕事をしなければならない 1 3.78 1.97   .140* .677
Q2 時間内に仕事をこなすことができない 1 2.86 1.07 .290** .653
Q3 とても集中力が必要な仕事だ 0 4.04 2.49    .133* .674
Q4 自分にはとても難しい仕事だ 0 2.83 1.02 .310** .650
Q5 自分のペースで仕事ができる 0 4.06 2.25 .409** .633
Q6 仕事の内容は自分に合っている 0 4.08 2.70 .471** .630
Q18 職場のひとたちは、自分の障害についてよく理解してくれている 3 3.92 2.41 .336** .646
Q19 仕事の指示のしかたはわかりやすい 2 4.05 2.67 .371** .643
Q20 急に仕事の内容ややり方がかわることがある 1 3.70 1.64 .149** .680
Q21 上司は自分の仕事ぶりを正しく評価してくれている 3 4.09 2.56 .407** .636
Q22 職場の雰囲気は良い 3 4.12 2.66 .432** .634
Q23 新しい仕事にチャレンジできる 3 4.00 2.11 .213** .666




Q25 もっと皆の役にたてたらよいのにと思う 2 3.96 2.20 .142* .773
Q26 言いたいことがうまく言えていないと思う 2 3.75 2.00 .436** .729
Q27 仲間はずれにされていると感じることがある 3 2.57 0.94 .579** .692
Q28 悪口を言われているような気がすることがある 4 2.77 0.95 .520** .692
Q29 伝えたいことがきちんと伝わっていないと思う 3 3.50 1.67 .515** .706
Q30 ばかにされていると感じるときがある 4 2.67 0.90 .555** .688





Q14 社会的支援・上司 4 4.16 2.71 .377** .427
Q15 社会的支援・同僚 5 3.95 2.28 .396** .401
Q16 社会的支援・家族や友人 5 4.16 2.60 .272** .514




Q7 イライラする 3 3.38 1.60 .445** .824
Q8 とても疲れる 1 3.72 2.09 .507** .817
Q9 不安を感じる 1 3.51 1.62 ..617** .802
Q10 ゆううつだ 1 3.11 1.25 .710** .789
Q11 気分が晴れない 1 3.12 1.30 .761** .782
Q12 頭がいたい 2 2.91 1.05 .436** .826
Q13 よく眠れない 2 2.94 0.99 .474** .822
Q24 仕事に行くとき気分が重くなる 2 3.31 1.32 .517** .816
表17 　項目分析
※1　欠損値…社会的支援・支援者の欠損値は、支援者がいない者も含む












　Q6 仕事の内容は自分に合っている 0.71 -0.03 0.50
　Q33 今の仕事が好きだ 0.64 0.09 0.43
　Q21 上司は自分の仕事ぶりを正しく評価してくれている 0.58 0.00 0.27
　Q22 職場の雰囲気は良い 0.58 -0.09 0.33
　Q18 職場のひとたちは、自分の障害についてよく理解してくれている 0.52 0.04 0.27
　Q5 自分のペースで仕事ができる 0.51 -0.10 0.27
  Q23 新しい仕事にチャレンジできる 0.48 0.13 0.26
　Q19 仕事の指示の仕方はわかりやすい 0.46 -0.07 0.21
　Q1 とてもたくさんの仕事をしなければならない 0.13 0.64 0.44
　Q4 自分にはとても難しい仕事だ -0.15 0.61 0.38
　Q3 とても集中力が必要な仕事だ 0.12 0.54 0.40
　Q2 時間内に仕事をこなすことができない -0.14 0.48 0.24
因子間相関　　第Ⅰ因子 - 0.05
第Ⅱ因子 - -
　Q11 気分が晴れない 0.85 0.73
　Q10 ゆううつだ 0.81 0.65
　Q9 不安を感じる 0.69 0.47
  Q24 仕事に行くとき気分が重くなる 0.59 0.34
　Q8 とても疲れる 0.54 0.29
　Q13 よく眠れない 0.50 0.25
　Q7 イライラする 0.49 0.24
  Q12 頭がいたい 0.47 0.22
　Q15 上司からの支援 0.60 0.36
　Q14 同僚からの支援 0.55 0.30
　Q16 家族・友人からの支援 0.39 0.15
　Q17 支援者からの支援 0.37 0.14
　Q28 悪口を言われているような気がする 0.83 -0.09 0.64
　Q30 ばかにされていると感じるときがある 0.73 0.01 0.54
　Q27 仲間はずれにされていると感じることがある 0.68 0.06 0.50
  Q31 辞めさせられるのではないかと不安になることがある 0.41 0.18 0.26
 Q26 言いたいことがうまく言えていないと思う -0.08 0.97 0.89

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 自由度 ｔ値 p値
仕事の負担度 10.44 2.52 9.51 2.19 239 3.00 0.03
仕事環境の良好度 27.05 3.33 25.18 4.40 234 3.61 0.00
被害感情による不安 7.08 2.75 7.58 2.65 236 1.42 0.59
意思疎通の不全感 5.51 1.56 5.41 1.57 238 0.54 0.16
社会的支援 13.58 1.95 13.04 2.15 197 1.87 0.06








































































































































































































































































































































仕事の負担度 .037 0.75  .215 0.00  .116 0.07    .139  0.05  .292 0.00
仕事環境の良好度  - -.289 0.00 -.280 0.00  .485 0.00 -.403 0.00
被害感情による不安  -  .408 0.00 -.279 0.00  .548 0.00
意思疎通の不全感  - -.184 0.01  .450 0.00






























平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 自由度 ｔ値 p値
仕事の負担度 10.29 2.47 10.68 2.61 133 0.86 0.39
仕事環境の良好度 27.05 3.40 27.06 3.25 129 0.02 0.98
被害感情による不安 7.60 2.84 6.17 2.35 130 2.96 0.00
意思疎通の不全感 5.65 1.45 5.29 1.73 132 1.29 0.20
社会的支援 13.53 1.93 13.68 2.00 104 0.39 0.70

































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 自由度 F値 p値
仕事の負担度 10.16 2.41 10.63 2.17 10.18 3.11 93 0.36 0.70
仕事環境の良好度 26.05 3.42 27.65 3.24 27.61 3.00 91 1.84 0.17
被害感情による不安 6.95 2.84 7.27 3.21 6.78 2.17 91 0.28 0.76
意思疎通の不全感 5.74 1.41 5.10 1.81 6.00 1.12 92 3.42 0.04
社会的支援 13.27 2.19 13.71 1.92 13.38 2.13 75 0.33 0.72
ストレス反応 21.11 4.21 17.79 5.58 17.12 4.23 93 4.32 0.05 a>b、c
一元配置の分散分析
表24　知的障害者の職場ストレスの職種別比較　
















































仕事の負担度 .095 0.28  .253 0.00  .004 0.97 　.202 0.40  .313 0.00
仕事環境の良好度 － -.123 0.17 -.204 0.02   .462 0.00 -.223 0.01
被害感情による不安 －  .399 0.00  -.227 0.02  .540 0.00
意思疎通の不全感 －  -.087 0.37  .334 0.00

































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 自由度 ｔ値 p値
仕事の負担度 9.46 2.11 9.59 2.34 104 0.29 0.78
仕事環境の良好度 25.11 4.54 25.31 4.19 103 0.23 0.82
被害感情による不安 7.54 2.69 7.64 2.60 104 0.19 0.85
意思疎通の不全感 5.21 1.56 5.74 1.53 104 1.71 0.09
社会的支援 12.97 2.09 13.17 2.27 91 0.45 0.66














































　　男性 20 74.1% 8 29.6% 20 83.3%
　　女性 7 25.9% 19 70.4% 4 16.7%
年齢（歳）
2 21 77.8% 12 44.4% 5 20.8%
3 6 22.3% 15 55.6% 18 75.0%
不明 0 0 1 4.2%
　事務系 14 51.9% 18 66.7% 19 79.2%
　技術系 4 14.8% 2 7.4% 1 4.2%
　軽作業系 6 22.2% 4 14.8% 1 4.2%
　清掃系 1 3.7% 0 0.0% 3 12.5%
　その他 2 7.4% 3 11.1% 0  
　不明
　1年未満 3 11.1% 7 25.9% 4 16.7%
　1年 2 7.4% 9 33.3% 3 12.5%
　2年 7 25.9% 4 14.8% 3 12.5%
　3年 3 11.1% 5 18.5% 2 8.3%
　4年 2 7.4% 0 0.0% 4 16.7%
　5年 1 3.7% 2 7.4% 1 4.2%
　6年 1 3.7% 0 0.0% 1 4.2%
　7年 3 11.1% 0 0.0% 2 8.3%
　8年 1 3.7% 0 0.0% 3 12.5%
　9年 2 7.4% 0 0.0% 1 4.2%
10年以上 1 3.7% 0 0.0% 0 0.0%





































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 自由度 F値 p値
仕事の負担度 9.37 2.04 9.81 1.86 9.58 3.11 77 0.32 0.72
仕事環境の良好度 26.07 3.35 24.37 4.27 24.22 5.58 76 1.41 0.25
被害感情による不安 7.96 2.50 7.30 2.48 8.04 3.14 77 0.60 0.55
意思疎通の不全感 5.22 1.55 5.33 1.64 5.71 1.57 77 0.64 0.53
社会的支援 13.82 1.53 12.79 2.30 13.09 2.00 67 1.61 0.21


















































仕事の負担度 .058 0.78  .086 0.67  .046 0.82  .136 0.55   .236 0.24
仕事環境の良好度  - -.554 0.00 -.484 0.01  .587 0.01  -.602 0.00
被害感情による不安  -  .388 0.05 -.252 0.26   .603 0.00
意思疎通の不全感  - -.530 0.01   .511 0.01


















































仕事の負担度 .149 0.46  .146 0.47  .197 0.32 -.014 0.95  .274 0.17
仕事環境の良好度  - -.469 0.01 -.227 0.26  .549 0.01 -.358 0.07
被害感情による不安  -  .363 0.06 -.503 0.01  .607 0.00
意思疎通の不全感  - -.312 0.14  .581 0.00


















































仕事の負担度 -.669 0.00  .414 0.04  .696 0.00  .090 0.69  .695 0.00
仕事環境の良好度  - -.495 0.02 -.618 0.00  .385 0.08 -.749 0.00
被害感情による不安  -  .425 0.04 -.266 0.23  .533 0.01
意思疎通の不全感  - -.203 0.37  .813 0.00


































【資料 1】研究 1．働く障害者の職場ストレス調査票 
１．あなたについてうかがいます。あてはまるものに○をつけてください。  
 男性 女性 
①性別   
 
 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～49歳 50歳以上 








③手帳の種類    
④障害の種類  肢体       統合失調症  
  視覚  発達障害 
 聴覚  その他 
 内部   
 その他   
 
 事務系 技術系 軽作業系 清掃系 その他 
⑤仕事の種類      
 
 ～3時間 4時間 ５時間 6時間 7時間 8時間 
⑥1日の勤務時間       
 
 １年未満 １～３年 4年～10年 11年以上 




 そうだ まあそうだ ややちがう ちがう 
① とてもたくさんの仕事をしなければならない     
② 時間内に仕事が処理しきれない     
③ 一生懸命働かなければならない     
④ とても集中力が必要な仕事だ     
⑤ 高い知識や技術をつかうむずかしい仕事だ     
⑥ 勤務時間中はいつも仕事のことを考えて
いなければならない 
    
⑦ からだを大変よく使う仕事だ     
⑧ 自分のペースで仕事ができる     
⑨ 自分で仕事の順番・やり方を決める事ができる     
⑩ 自分の技術や知識を使うことが少ない     
 そうだ まあそうだ ややちがう ちがう 
⑪ 仕事の内容は自分にあっている     
⑫ 働きがいのある仕事だ     












① 活気がわいてくる     
② 元気がいっぱいだ     
③ 生き生きしている     
④ 怒りを感じる     
⑤ 内心、腹立たしい     
⑥ イライラしている     
⑦ ひどくつかれた     
⑧ へとへとだ     
⑨ だるい     
⑩ 気がはりつめている     
⑪ 不安だ     
⑫ おちつかない     
⑬ ゆううつだ     
⑭ 何をするのもめんどうだ     
⑮ 物事に集中できない     
⑯ 気分が晴れない     
⑰ 仕事が手につかない     
⑱ 悲しいとかんじる     
⑲ めまいがする     
⑳ 体のふしぶしが痛む     
㉑ 頭がおもかったり、頭痛がする     
㉒ 首筋や肩がこる     
㉓ 腰がいたい     
㉔ 目がつかれる     
㉕ 動悸や息切れがする     
㉖ 胃腸の具合がわるい     
㉗ 食欲がない     
㉘ 便秘や下痢をする     





 非常に かなり 多少 まったく
ない 
① つぎの人たちはどのくらい気軽に話ができますか？ 
a.上司     
b.職場の同僚     
c.家族、友人など     
d.支援機関の支援員     
② あなたが困ったとき、次の人たちはどのくらい頼りになりますか？ 
   a.上司     
   b.職場の同僚     
   c.家族、友人など     
   d.支援機関の支援員     
③ あなたの個人的な問題を相談したら、次のひとたちはどのくらいきいてくれますか？ 
   a.上司     
   b.職場の同僚     
   c.家族、友人など     






平成   年   月    日 までに  ポストに入れてください。 






 ①障害種別 知的 精神 身体 
  ②障害名  精神発達遅滞  
統合失調症 うつ病 発達障害 高次脳機能障害 その他（       ） 
肢体不自由 内部障害 聴覚障害 視覚障害 その他（        ） 
 





  ④離職に関わると思われる本人の心理的特徴（あてはまるものいくつでも） 
   被害妄想的 被差別感 依存心 孤独感 コミュニケーション力の弱さ 猜疑心 感情的 
   引っ込み思案 気弱 甘え 暴力的 不信感 攻撃性 几帳面 頑固 ネガティブ思考  
   相談姿勢の不足・不適切 劣等感 自信の欠如 自己嫌悪 自己価値観の低さ・高さ 
   その他（                           ） 




   
 





①性別…… 男性 ・ 女性 
②年齢……（    ）才 
③仕事の種類……事務系   専門技術系   軽作業系   清掃系   その他 
④一日の勤務時間……3時間まで  4時間  5時間  6時間  7時間  8時間 
⑤今の会社で働いている年数……1年未満   1年   2年   3年   4年   5年   







⑥手帳の種類と障害の種別        
知的障害（   度）     精神障害（   級）     身体障害（   級） 
精神発達遅滞              統合失調症               肢体不自由 
その他                   うつ病                   聴覚/言語障害 
躁うつ病                 視覚障害 
てんかん                 内部障害 
                        高次脳機能障害           その他   
                        発達障害 
                        その他 
 
  














7． イライラする     
8． とても疲れる     
9． 不安を感じる     
10． ゆううつだ     
11． 気分が晴れない     
12． 頭がいたい     
13． よく眠れない     
 
Ⅲ．あなたが困った時、次の人たちはどのくらい頼りになりますか？ 
    もっともあてはまるものに○をつけてください。 









14．上司     
15．同僚     
16．家族や友人     








１． とてもたくさんの仕事をしなければならない     
２． 時間内に仕事をこなすことができない     
３． とても集中力が必要な仕事だ     
４． 自分にはとても難しい仕事だ     
５． 自分のペースで仕事ができる     














24．仕事に行くとき気分が重くなる     
25．もっと皆の役に立てたらよいのにと思う     
26．言いたいことがうまく言えていないと思う     
27．仲間はずれにされていると感じることがある     
28．悪口を言われているような気がすることがある     
29．伝えたいことがきちんと伝わっていないと思う     
30．ばかにされていると感じるときがある     
31．辞めさせられるのではないかと不安になること 
がある 
    
32．仕事に関するストレスがある     













    
19．仕事の指示のしかたはわかりやすい     
20．急に仕事の内容ややり方がかわることがある     
21． 上司は自分の仕事ぶりを正しく評価してくれ
ている 
    
22．職場の雰囲気は良い     





①性別…… 男性 ・ 女性 
②年齢……（    ）才 
③仕事の種類……事務系   専門技術系   軽作業系   清掃系   その他 
④一日の勤務時間……3時間まで  4時間  5時間  6時間  7時間  8時間 
⑤今の会社で働いている年数……1年未満   1年   2年   3年   4年   5年   







⑥手帳の種類と障害の種別        
知的障害（   度）     精神障害（   級）     身体障害（   級） 
精神発達遅滞              統合失調症               肢体不自由 
その他                   うつ病                   聴覚/言語障害 
躁うつ病                 視覚障害 
てんかん                 内部障害 
                        高次脳機能障害           その他   
                        発達障害 
                        その他 
 
  






    もっともあてはまるものに○をつけてください。 









13．上司     
14．同僚     
15．家族や友人     











１． とてもたくさんの仕事をしなければならない     
２． 時間内に仕事をこなすことができない     
３． とても集中力が必要な仕事だ     
４． 自分にはとても難しい仕事だ     
５． 自分のペースで仕事ができる     
６． 仕事の内容は自分に合っている     
７． 職場のひとたちは、自分の障害についてよく理
解してくれている 
    
8． 仕事の指示のしかたはわかりやすい     
9． 上司は自分の仕事ぶりを正しく評価してくれて
いる 
    
10．新しい仕事にチャレンジできる     
11．職場の雰囲気は良い     











17． イライラする     
18． とても疲れる     
19． 不安を感じる     
20． ゆううつだ     
21． 気分が晴れない     
22． 頭がいたい     
23． よく眠れない     














25．言いたいことがうまく言えていないと思う     
26．仲間はずれにされていると感じることがある     
27．悪口を言われているような気がすることがある     
28．伝えたいことがきちんと伝わっていないと思う     
29．ばかにされていると感じるときがある     
30．辞めさせられるのではないかと不安になること 
がある 






















       11．職場の雰囲気は良い 




                              
      〈被害感情による不安〉4項目 
      職場でのあなたの気持ちについて教えてください。 
































13．上司                         
14．同僚                         
15．家族や友人                      
16．支援者   
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